
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
                                                                        

 

 
 
 
 
 
 
 

 

夏休み期間中に、子供を連れて、大阪万博にいらしたご家族も多かったでしょう。たくさんのパ

ビリオンの中、一番注目されたのは日本館です。日本館のテーマは「いのちと、いのちの、あいだ

に」、はじまりもおわりも存在しないひとつの循環の中で、人と自然、技術と環境、過去と未来とい

ったさまざまな“あいだ”をつなぐ役割があることが込められています。特に注目すべきは、生ゴ

ミからエネルギーを生み出す「バイオガス発電」と呼ばれる再生技術です。万博会場内で発生する

１日約１トンの生ごみを日本館に回収し、微生物の働きで分解し、バイオガスを発生させ、そのガ

スを使って水や電気に変えて、館内で活用します。まさに循環型社会を体験できるパビリオンです。 

建築物としても循環を意識しています。建物を取り囲む「木の板」には、再利用しやすいものを

採用しました。閉幕後は、解体して各地の別の建物に使われる予定です。資源を再生、循環させて、

永遠のつながりを次世代に受け継ぐことが日本館の使命です。 

 

 

 

 

 

国産杉の間伐材を使用した日本館           
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 安心ノートは、大切な家族や友人に自分の想い・希望・重要な情報を書きまとめるノートです。

元気なうちに備えることが家族を助け、自分自身の人生の振り返りや今後の生き方を考える機会に

なります。セミナーでは、書き方のコツ、使い方をお伝えします。 

・日 時：２０２５年９/１８（木）13 時～15 時 

・場 所：マイトリーヘルプサービス室  

・参加費：500 円 ※資料代他 

・講 師：行政書士 江﨑純子先生  

・内 容：安心ノートを書く目的、各ページの説明、 

    行政書士からのアドバイス。皆さまのお悩みにもお答えします。 

・申込・問合せ：マイトリーヘルプサービス ０４５－４３９－５２５８     

備えて安心 「第 3 回 安心
あんじん

ノート書き方セミナー」 

 

微生物が万博会場のゴミを 
分解している発酵タンク群 

 

パステル画 伊藤和子さん 

 

押し花 レースペーパー 
   今沢和子さん 絵手紙 岸和子さん 


